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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月25日(2012.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
同一文書の中から、対象の状態を表す複数の状態表現を抽出する状態表現抽出手段と、　
前記抽出される各状態表現の内容に基づいて、前記対象の変化に関する変化情報を出力す
る変化情報出力手段と、　を含むことを特徴とする情報処理装置。　　
【請求項２】
前記変化情報出力手段は、前記複数の状態表現のうち、前記文書内に表れる順序が後の状
態表現を、前記対象の変化の内容を示す前記変化情報で置き換える　ことを特徴とする請
求項１記載の情報処理装置。　　
【請求項３】
前記変化情報出力手段は、前記抽出される各状態表現の内容に基づいて、前記対象の変化
の極性を評価し、当該評価の結果を示す情報を前記変化情報として出力する　ことを特徴
とする請求項１又は２記載の情報処理装置。　　
【請求項４】
前記対象の状態表現となりうる複数の候補文字列と、当該各候補文字列により表される状
態に対する評価情報と、を含む状態名辞書を記憶する辞書記憶手段をさらに含み、前記変
化情報出力手段は、前記状態名辞書を用いて、前記抽出される各状態表現により表される
各状態の評価情報を取得し、当該取得した各評価情報の変化に基づいて、前記対象の変化
の極性を判定する　ことを特徴とする請求項３記載の情報処理装置。
【請求項５】
前記対象に影響する作用を表す作用表現を抽出する作用表現抽出手段と、　前記出力され
る変化情報と、前記抽出される作用表現と、に基づいて、前記作用による前記対象の変化
に関する結果情報を出力する結果情報出力手段と、　をさらに含むことを特徴とする請求
項１から４のいずれか一項記載の情報処理装置。
【請求項６】
　文書群の中から、対象の状態を表す複数の状態表現を抽出する状態表現抽出手段と、　
前記抽出される各状態表現の内容に基づいて、前記対象の変化に関する変化情報を出力す
る変化情報出力手段と、
　を含むことを特徴とする情報処理装置。
【請求項７】
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同一文書の中から、対象の状態を表す複数の状態表現を抽出する状態表現抽出手段、及び
　前記抽出される各状態表現の内容に基づいて、前記対象の変化に関する変化情報を出力
する変化情報出力手段、　としてコンピュータを機能させるためのプログラム。
【請求項８】
文書群の中から、対象の状態を表す複数の状態表現を抽出する状態表現抽出手段、及び　
前記抽出される各状態表現の内容に基づいて、前記対象の変化に関する変化情報を出力す
る変化情報出力手段、　としてコンピュータを機能させるためのプログラム。
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